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望鬼-3m 解離性椎骨動脈癖と診断された嶺症例

妹
武
翻
山

亘
膏

利
TiJ出
目
高情 項+
申ト†帖 ･

中
脳
J′ll

議

事

原
義

I..杵
(=両

軸
芋
川
諌 村記念病院)神津斗トト

兼松 落差 6品 湯葉漂脳帽 〕

脳戯管写史学軽骨動脈系の解離性動脈癖が厳離れた増

報告十十 症例l:t吊糾冊..SNl∴てこ発症.A(i,ド

L':_-し二.~発症.A(I,;r'_~二Lトト1し'八.hこlドilこIrlt)い'･''̂ Nに

加LI,".lil-＼'.･.＼(1iトト八､tirlil八N,:I:認Lt?､.八Nハl17-いXitl1こIl

け'l(~､八rli.<l証 .･1L､Ii川HHLrを行-漉,.日華良好て棋;;

率であるB症例3:5讃歳身性土産革鴫や頭痛,舷費にて

発症.八Gにてlく卜＼＼へLliドSt-､(･tiIIHT:＼N-(･:･認人㌦ 八N

p1-OXimこIllげ1(二二＼ilmXinlこlい.てし･】il1両IL,lj5:行-､た.

その後,神経脱落症状を残さず退院した.症例竣:格3歳

nt､nosisを認ムfY11∴＼＼'こItlL.nt)ぐrgSyHrlI-(ltlltゝ上診断さ

れる･し 5㌢‖妾.登然SJlf.IJ3I来し11!‖楼吐亡した.

轍骨動脈系の解鍵性動脈感は,比較的稀とされるが,そ

し.')発症様式LE桐畑｣埠-:･I.:い/上 (二lhs(lL二･linh,八Nに対

せるt汀い＼intこ11し､1両)itlh,｣と.行功吊1'.憾法､し二考:い､,来

るが,虚血症状で発症した磯倉で転学その後致死的出血

を来す磯潜があを3㌢外翻的治療のタイミソダに留意する

必要がある事

望鬼-謁見う確定診断をこ難潰した破裂陸前下か脳動
脈感の息例

車琵 勝磨
=Ll神再 高明

J:!㍉藻 作予

村上 泰治を造詣 捕 縄 ∋

接 話題 護㌔撃う

殿近,演者転はそ殿発数が橡めて稀なAlrCA家柄部

脳動脈感を経験し その確窓診断に畢紋と〆たのでそ和親

費を述べると基をこ轟動脈感を文献約をこ考察した職で槻暫

寸′∴ 症例言.ト‖JIJ･}i~性.樟上沼L'二ミ浩 行::千畑!∴澱iい

前頭部頭痛と畷疫をみたため救急車で同弼Å院した予初

診町('lLl工tEごlけIL'(lTlm1日hT.神経羊~･∴､亡妻1識t･-1ri1.

入院時UTでは第野卑第EEi髄室内をこ軽度の出血があり,

･:Lt::;1.H.･l＼･(､ssL車stu(卜施す十㌢∵守､草ち十十こし 雨IlこIl八＼'＼･1

~こ'-/lI/ト肺半球鮎二晶＼＼-(IL1=ト恒r(it･(･こ1,･jLlf,i∴.1㌦1∴･翌畑

:丹引巨斗二酢車軌叛捉臣/'パ也r]~pL∴牛車Li･Ll:ト ト11(I

ノi･再戦地iJT上̀∴ミニ立 十川招悠粁汗二_Jl､l∴̀:_lhi=hiLLrh

ノ⊥∴_畑).,.E畑-.十｣＼脳Y球亘高度抽脹∴∴上 弟IVi鉦圭

Lr､左側∴.J工七七偏位ト'_い上.二Ll叫点::Lr_'卜jllL珊冊打こL

晶く疑卜畑;･･.射吊六日目∴∵寸上目亘十酢i相川欄甘 ･'再転

指し 連に左AWjA未櫓部に魁動脈感が見出されたか

望鬼-議23脳底動脈動脈硬化性動脈療2暖炉rjの臨
床経過と病理撃約陵討

渡辺 みか欄 原 坦濡∈髭 怒諒霞驚岩音立)府吊 障･輔鵠

駆‖薄手動酢11(lいIi汗1日tlL.tこ1.<iこ1言tll(､LTLi(hIi'､htx､ぐt雨こ1.

どと同様の病態を示す名称として済いられているが,奪

i･り｢仁丹llLTう.11机も動粧1月畑町..払張し十 一:lN様に拡

充した症例を経験した☆これら2例は他の膳玄幹動脈屯

払張Lfro-,:＼NI:>:行いニ∴}∴ 二し1-L!鮎_f_裾二脳梗登

症状で発症したが,症例息はこ翻脳梗塞発作を誘因とし

こLl)ニJ'[坤'欄‖1･脹托動粧し里ij刊i.所しい.二._･ぺ､-:.:親告-日工

症例lL')ii親も動tiFTい 八N様払転i:.;i:h'J_f甘凍､川1:.iLこ辛]杵

か狭小TLとバ(-1.1lhhWllhu.'畑認山､-1t.き畑町こ動脈硬

性板の断裂夢中陵筋線維の消艶 中膜の非浄化を認めたや

症例コL】湖底動脈し･'~)八N様烏広大し上部分.Jt,内腔が捨

柳こ狭窄し その触症例豆と同様の所見であった.いず


